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記

本集録は、平成５年度に、国土地理院が行った一等水準点検測の結果を集録、図示した

ものである。
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１．観測器械および観測法

平成５年度において使用した観測器械および観測法は次のとおりである。

(1) 観測器械

A 水準儀

水 準 儀 名 称 望遠鏡倍率 水準器感度等

Wild 製 N3型精密水準儀 42倍 10″／2mm（合致式）

Carl Zeiss Jena 製 NI002型 40倍 公称視準精度 0.05㎜

精密自動水準儀

B 水準標尺

目 盛 部 の 状 況

水 準 標 尺 名 称 長さ

材 質 目 盛 法

ｲﾝﾊﾞｰﾙ ｲﾝﾊﾞｰﾙ帯の中央線の

Wild 製精密水準標尺 3m (巾2.6cm,長さ3m) 両側に 5mmの差をも

って10mmごとに目盛

る。

Carl Zeiss Jena 製精密水準標尺 3m 〃 〃

ｿｷｱ製精密水準標尺 3m ﾆｭｰｽｰﾊﾟｰｲﾝﾊﾞｰﾙ 〃

(巾2.5cm,長さ3m)

(2) 観測法

観測に際しては、地上によく踏みこんだ鉄製標尺台に、標尺を尺付属の円形水準器によ

って鉛直に立て、水準儀は、両標尺間の中央に整置し、後視－前視、更に前視－後視の順

序に観測を行う。

整準ねじによって、まず円形水準器の気泡を中央に導き、第１回視準（後視－前視）は

左側目盛分画線、第２回視準（前視－後視）は右側目盛分画線を視準する。

Wild製 N3型精密水準儀の場合は微傾動ねじによって主水準器気泡の映像を合致させ、測



微装置によって、くさび型十字糸で分画線を正しく挟んで10分の 1mmまで読みとる。

Carl Zeiss Jena 製 NI002型精密自動水準儀の場合は、第１回視順はコンペンセーター

がⅠの位置、第２回視準はコンペンセーターが、Ⅱの位置において測微装置によってくさ

び型十字糸で分画線を正しく挟んで10分の 1mmまで読みとる。

水準儀と標尺の距離は、平地で通常 50m以内とし、各水準点間は 2km（地点標に併設さ

れた水準点間は 1km）を往復観測を行い、その往復差は、2.5√ S mm（ S は片道の観測距

離でkm単位）以内である。

なお、標尺の検定は、定期的にレーザー干渉計または基準尺により比較測定して行い、

観測値に所要の補正をする。



付表

平成５年度以前において使用した観測器および観測法

(1) 観測器械

A 水準儀

望遠鏡

観 測 年 度 水 準 儀 名 称 水 準 器 感 度

倍 率

大正13年 (1924)以前 Carl Bamberg 製 36倍 4″～5″／2mm

一等水準儀(Y型 )

昭和27年 (1952)以前 CarlZeiss 製Ⅲ型 36倍 4″～12″／2mm（合致式）

精密水準儀

Carl Zeiss 製Ⅲ型 36倍 〃

昭和30年 (1955)以前 精密水準儀

Wild 製 N3型精密水準儀 42倍 10″／2mm（合致式）

昭和42年 (1967)以前 Wild 製 N3型精密水準儀 42倍 〃

Wild 製 N3型精密水準儀 42倍 〃

昭和44年 (1969)以前 Zeiss 製 32倍 円形水準器 8′

NI2型精密自動水準儀

昭和53年 (1978)以前 Wild 製 N3型精密水準儀 42倍 10″／2mm（合致式）

Wild 製 N3型精密水準儀 42倍 〃

昭和54年 (1979)以後 Carl Zeiss Jena 製 40倍 公称視準精度 0.05mm

NI002 型精密自動水準儀



B 水準標尺

目 盛 部 の 状 況

観測年度 水 準 標 尺 名 称 長さ

材 質 目 盛 法

大正13年以前 Carl Bamberg 製 3m 露国産自然乾燥赤 木部の表面に直接

(1924) 水準標尺 楊 5mmごとに目盛る

昭和27年以前 Carl Zeiss 製 ｲﾝﾊﾞｰﾙ(巾 2.6cm､ ｲﾝﾊﾞｰﾙ帯の中央線

(1952) 精密水準標尺 3m 長さ3m) の両側に 2.5mmの

差をもって 5mmご

とに目盛る

昭和30年以前 Carl Zeiss 製 3m 〃 同上 5mmの差をも

(1955) 精密水準標尺 って10mmごとに目

盛る

Wild 製精密水準標尺 3m 〃 〃

昭和42年以前 Wild 製精密水準標尺 3m 〃 〃

(1967)

昭和44年以前 Wild 製精密水準標尺 3m 〃 〃

(1969)

Zeiss 製精密水準標尺 3m 〃 〃

昭和53年以前 Wild 製精密水準標尺 3m 〃 〃

(1978)

平成元年以前 Wild 製精密水準標尺 3m 〃 〃

(1989)

Carl Zeiss Jena 製 3m 〃 〃

精密水準標尺

平成 2年以後 Wild 製精密水準標尺 3m 〃 〃

(1990)

Carl Zeiss Jena 製 3m 〃 〃

精密水準標尺

ｿｷｱ 製精密水準標尺 3m ﾆｭｰｽｰﾊﾟｰｲﾝﾊﾞｰﾙ 〃

(巾 2.5cm､長さ3m)



(2)観測法

観測器械 Carl Carl Zeiss Wild N3 Zeiss NI2 Carl Zeiss

Bamberg Jena NI002

区 分

視 準 順 序 上方分画- 後視-前視 後視-前視 後視-前視 後視-前視

下方分画 -前視-後視 -前視-後視 -前視-後視 -前視-後視

設 定 単 位 0.01mm 0.01mm 昭和35年以 0.1mm 0.1mm

前は0.01mm

標 尺 距 離 最大40m 最大40m 昭和45年以 最大50m 最大50m

（ 平 坦 地 ） 前は60m

往復差の制限 昭和35年以

Ｓは片道の観測 前は

距離でkm単位 1.5√2S mm 1.5√2S mm 1.5√2S mm 2.5√S mm 2.5√S mm

昭和36年か

ら昭和39年

までは

2.0√2S mm

環閉合の制限 1.5√S mm 1.5√S mm 2.0√S mm 2.0√S mm 2.0√S mm













３．水準点変動図の説明

(1) 変動量は、すべて水準点間の新観測比高から、旧観測比高を減じた値を、仮不動点

を基準にして累加したものである。

(2) 変動図中、再設、傾斜改埋等のため比較不能のものについては、点線で示し、それ

らが図の両端にあるときは空白とした。

(3) 前回観測から今回観測の間に移転改埋をした点は白ぬきで表示した。

(4) 昭和３９年度から、建設省道路局長と国土地理院長との覚え書きにより、道路管理

者の設けた地点標の１km毎に、併設した一等水準点（道路水準点）には 001-181のよ

うな番号をつけている。






















































































































































